
信託の力で、新たな価値を創造し、

お客さまや社会の豊かな未来を花開かせる

経営理念（Mission）
（1） 高度な専門性と総合力を駆使して、お客さまにとってトータルなソリューションを迅速に提供してまいります。
（2） 信託の受託者精神に立脚した高い自己規律に基づく健全な経営を実践し、社会からの揺るぎない信頼を確立してまい

ります。
（3） 信託銀行グループならではの多彩な機能を融合した新しいビジネスモデルで独自の価値を創出し、株主の期待に

応えてまいります。
（4） 個々人の多様性と創造性が、組織の付加価値として存分に活かされ、働くことに夢と誇りとやりがいを持てる職場を

提供してまいります。

目指す姿（Vision）

 「The Trust Bank」の実現を目指して
三井住友トラスト・グループは、信託の受託者精神に立脚し、高度な専門性と総合力を駆使して、銀行事業、資産運用・
管理事業、不動産事業を融合した新しいビジネスモデルで独自の価値を創出する、本邦最大かつ最高のステイタスを誇る
信託銀行グループとして、グローバルに飛躍してまいります。

行動規範（Value）
私たち、三井住友トラスト・グループの役員・社員は、グループ経営理念を実践するため、以下の6つの行動規範を遵守して
まいります。

個の確立
ー自助自律ー

組織能力の発揮
ー信頼創造ー

社会への貢献
ー奉仕開拓ー

お客さま本位の徹底
ー信義誠実ー

法令等の厳格な遵守 反社会的勢力への毅然とした対応

存在意義（Purpose）

コーポレートカラー
コーポレートカラーは、シンボルマークが表現する価値観を統合し、親しみやすさとともに未来を感じさせる「フューチャーブルー」としま

した。

シンボルマーク
当グループのシンボルマークであるフューチャーブルーム（未来の開花）は、「信託の力で、新たな価値を創造し、お客さまや社会の豊かな

未来を花開かせる」という私たちのパーパスを象徴しています。
透明感のある4つの花弁は、お客さま・社会・株主・社員の各ステークホルダーに対する私たちのミッションを表すとともに、それぞれの色彩

は、私たちのバリュー（行動規範）である「信義誠実」（ナチュラルグリーン）、「奉仕開拓」（ゴールデンオレンジ）、「信頼創造」（ブルーグリーン）、
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●  本誌は銀行法第21条および第52条の29に基づいた説明書類で
あり、当社のディスクロージャーポリシーに則り適切に開示して
います。

●  本資料には、将来の業績に関する記述が含まれています。こうし
た記述は、将来の業績を保証するものではなく、リスクや不確実
性を内包するものであることにご留意ください。

当中間期の実質業務純益は、前年同期比では、19億
円減益の1,663億円となりましたが、法人事業におけ
る与信関連手数料を中心に手数料関連利益が好調に
推移したことに加え、株価上昇や円安等によるポジ
ティブな影響もあり、堅調に推移しました。
このような状況を踏まえ、通期予想を5月公表時から

100億円引上げ、3,300億円へと上方修正致しました。
親会社株主に帰属する当期純利益は、前年同期比

599億円減益の440億円となりました。
これは、デフレからの脱却が視野に入り、政策保有
株式の削減活動を進めると同時に、株価下落リスクを
ヘッジするために保有しているベア投信のポジション
縮小・再構築を行う最適のタイミングと判断したこと
によるものです。
これに伴い親会社株主に帰属する当期純利益は、通
期予想も850億円へと修正を行いました。
実質業務純益が堅調に推移しており、資本・財務健
全性へのネガティブな影響もないことから、2023年度

（通期）の1株当たり配当金（普通株式）の予想につい
て変更はありません。
なお、当社株式の投資単位当たりの金額を引き下
げ、投資家の皆さまに投資いただきやすくするため
に、2024年1月1日を効力発生日とする株式分割（2分
割）を実施致しました。期末配当については分割比率
を踏まえて行いますが、年間配当予想について実質
的な変更はありません。

業績の振り返りと株主還元について

株主還元方針
　1株当たり配当金は累進的としつつ、利益成長
を通じた増加を目指します。連結配当性向40％以
上を目安に決定します。
　なお、自己株式取得については、資本十分性の
確保を前提として、中長期的な利益成長に向けた
資本活用と、資本効率性の改善効果とのバランス
を踏まえつつ、機動的に実施致します。
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